
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和5年11月25日（土)　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：国光　奈美子
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＜連絡事項＞
・特記事項無し

＜入室状況＞
【退院】
・江刺家　惠子様～平和病院転院

【転出】
・壬生　孝子様～東D19号室➝南B102号室

＜患者様連絡事項＞
・河又　京子様～不穏時リスパダール内用液（0.5）1P　10回分処方

・鈴木　和則様～臨時薬センノシド（12）2Tvds　4日分処方。

・廣瀬　智幸様～臨時薬ロラゼパム(0.5)2T朝夕食後　2日分処方。

・和田　純弥様～15：00外泊訓練より帰院。外泊中母様への粗暴性あった様子で、「もう少し練習させないといけない」との意向あり。引き続き、退院支援を行っていく。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室入室や徘徊あり、開放観察早めに終了している。不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	

[bookmark: _GoBack]・澤口　利香様～終日隔離中。臥床し過ごされる。声掛けに反応なし。朝食、昼食摂取せず。薬も内服せず経過。呼吸平静。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史～時々37℃台の発熱見られるが、一時的で感冒症状やその他不調の訴えなし。不穏興奮、他者トラブルは無く経過。措置解除に向けた進展なく、家族からの協力も得られていない状況。引き続き、措置解除に向け支援していく。

